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全国トラック部会は 11 月 24 日、静岡県伊豆長岡「ホテルサンバレー富士見」で第 26 回総会を総勢 42

人で開催しました。第 26 回総会は、建交労中央春闘討論集会終了後に開催され、２０２５年春闘を奮闘す
べく全国の仲間が結集しました。 

冒頭に足立中央執行委員長（部会長）の挨拶として、「４月から改善基準告示が適用され、職場で実践され
ている。また、物流２法も改正されるなど日本の物流が大きく変
わろうとしている。全国トラック部会はトラック運輸産業の前進
に向けた貢献ができたと考える。ひとえに職場・地域で奮闘する
組合員の皆さんの活動によって業界団体などとの関係も環境も変
わった。規制緩和の反対を建交労として訴え続けてきたことがこ
の数年間で証明されてきた。あわせて、経済闘争における建交労
の中心部隊がトラックであること。今後一年間どのような運動を
おこなうのか、本日の総会での議論し確認したいと思う。トラッ
ク部会が先頭に立って奮闘しよう。」と挨拶されました。 

議案提案においては、鈴木事務局長から２０２４年度活動報告
とまとめと２０２５年度方針が提案されました。 

討論では、参加者の約半数の２０人が討論に参加し、部会方針
にもとづくとりくみや組織拡大運動に奮闘していることなどが報
告され、活動報告と方針が補強されました。 

総会は、２０２５年度役員体制を含むすべての議案と「総会宣
言」を採択した後、新旧役員あいさつ、足立部会長の団結がんば
ろうで閉会しました。 

2024.12.2 

NO.1 
2025 年度 

(通算 NO.65) 

建交労全国トラック部会 メール：masaakisuzuki@kenkourou.or.jp TEL：03-3360-8021 

足立中央執行委員長のあいさつ 

mailto:masaakisuzuki@kenkourou.or.jp


 

総 会 宣 言  
 

 全 国 ト ラ ッ ク 部 会 第 二 十 六 回 総 会 は 、 ト ラ ッ ク 業 界 で 大 き な 変 動 が 始 ま っ た 中 で 開

催 さ れ た 。 こ の 間 、 我 々 は 、 魅 力 あ る ト ラ ッ ク 職 場 の 確 立 を め ざ し 、 制 度 改 革 と 要 求

闘 争 を 進 め て き た 。  

つ い に 二 〇 二 四 年 問 題 は 、 現 実 の も の と な っ た 。 人 手 不 足 の 深 刻 化 と 相 ま っ て ト ラ

ッ ク 物 流 業 界 は 、 大 き な 変 化 を も た ら し 始 め た 。 残 業 規 制 だ け で は な く 、 賃 金 構 造 の

改 善 、 荷 主 と の 協 力 に よ る 荷 積 み 荷 卸 し 作 業 の 変 化 、 共 同 配 送 や 中 継 運 行 な ど と と も

に 、 ト ラ ッ ク 業 者 へ の 過 度 の サ ー ビ ス に 対 す る 行 政 指 導 の 強 化 は 、 我 々 が 長 年 に 渡 っ

て 要 求 し て き た 内 容 な の で あ る 。  
 

今 春 闘 で は 、 例 年 に な い 大 幅 賃 上 げ 回 答 が 続 出 し た 。 さ ら に 、 手 当 を 基 本 給 に 組 み

入 れ た り 、 賃 金 体 系 そ の も の を 改 善 企 業 も 現 れ た 。 残 業 規 制 に よ っ て 低 下 す る 賃 金 構

造 を 変 え な け れ ば 、 運 転 手 の 確 保 も ま ま な ら な い 。 経 営 者 も 必 死 の 覚 悟 を 決 め て き た

。 そ れ を 下 支 え す る た め 、 国 は “ 標 準 的 運 賃 ” の 約 ８ ％ の 引 上 げ を 行 っ た 。 荷 主 は 、

に 待 ち 時 間 や 荷 役 時 間 の 短 縮 の た め 、 パ レ ッ ト 輸 送 の 拡 大 や 荷 役 作 業 の 短 縮 を 図 っ て

き た 。 国 も ト ラ ッ ク Ｇ メ ン を フ ル 活 動 さ せ 、 荷 主 へ の 要 請 ・ 指 導 に 走 り 回 っ た 。 今 、

物 流 の 危 機 が 叫 ば れ る 中 、 多 く の と こ ろ で 物 流 を 守 る た め に 動 い て い る 。  

し か し 、 ト ラ ッ ク ド ラ イ バ ー を は じ め と す る 物 流 マ ン は 、 減 少 す る ば か り だ 。 原 因

は ・ ・ ・ 他 産 業 と 比 べ 、 ま だ ま だ 過 酷 な 状 態 が 続 い て い る か ら だ 。 賃 金 を 見 て も ま だ

ま だ 格 差 は 大 き い 。 労 働 時 間 も 長 い 。 魅 力 あ る ト ラ ッ ク 業 界 へ の 変 貌 は 始 ま っ た ば か

り だ 。 国 内 経 済 を 支 え る 動 脈 ＝ 物 流 を 支 え る 人 た ち の 魅 力 は 、 緒 に つ い た ば か り で あ

り 、 そ れ を 実 現 さ せ る の は 、 現 場 で 働 く 我 々 で は な い だ ろ う か ！ 一 緒 に 働 こ う 、 と 回

り に 言 え る 職 場 に 変 え て い く た め 、 我 々 は 努 力 を 積 み 重 ね な け れ ば な ら な い 。  
 

世 界 に 蔓 延 す る フ ァ ー ス ト 主 義 は 、 ロ シ ア 、 イ ス ラ エ ル だ け で な く ア メ リ カ で も 広

が っ た 。 こ の こ と が 、 世 界 の 戦 火 を 広 げ る こ と が 無 い よ う に す る こ と は 、 燃 料 を 他 国

に 頼 る 日 本 と し て は 重 要 な 課 題 だ 。 ノ ー ベ ル 平 和 賞 は 、 ヒ バ ク シ ャ に 与 え ら れ た 。 戦

火 を 一 日 で も 早 く 辞 め さ せ な け れ ば な ら な い 。 我 々 は 、 組 合 結 成 以 来 、 戦 時 物 資 を 運

ぶ こ と を 拒 否 し て き た 。 モ ノ 運 び の 原 点 は “ 幸 せ 運 び ” に 他 な ら な い か ら だ 。  
 

円 安 、 燃 料 ・ 諸 物 価 高 騰 な ど 多 く の 難 題 が 山 積 し て い る 。 国 内 政 治 も 大 き く 変 化 し

た 。 こ れ か ら は 今 年 以 上 に 、 ト ラ ッ ク 事 業 の 経 営 体 質 改 善 、 労 働 者 の 賃 金 引 上 げ の 流

れ を 作 り 出 さ な け れ ば な ら な い 。 ト ラ ッ ク 業 界 の 社 会 的 地 位 向 上 こ そ が 、 物 流 崩 壊 を

食 い 止 め 、 働 き 手 を 若 返 え さ せ る 起 爆 剤 な の だ 。  
 モ ノ 運 び は 、 幸 せ 運 び で あ る 。 要 求 に 確 信 を 持 ち 運 動 を 展 開 し 、 労 働 者 の 状 態 改 善

を 進 め 、 三 万 人 建 交 労 ト ラ ッ ク 部 会 を 実 現 し よ う で は な い か ！  

 右 、 宣 言 す る 。  
 

二 〇 二 四 年 十 一 月 二 十 四 日  

全 日 本 建 設 交 運 一 般 労 働 組 合 全 国 ト ラ ッ ク 部 会 第 二 十 六 回 総 会  


